
３．今後のICT活用に関する検討状況



Ø 平成24年12月、めざましい発展を遂げるＩＣＴを下水道の持続的かつ良質な事業展開にどのように活用してい
くことができるか検討するために設置。（座長 山田雅雄 中部大学客員教授）

Ø 平成26年３月、検討会での審議を踏まえ、「持続的かつ質の高い下水道事業の展開に向けたＩＣＴ活用ビジョ
ン」を策定。
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見える化

下水道事業運営

《情報》
○知識・経験ノウハウ
○組織のルール
○住民の要望・苦情

など
ヒト

《情報》
○施設諸元
○施設の運転・管理状況
○施設の劣化状況

など

モノ

《情報》
○財務状況
○資産状況
○予算計画

など

カネ

持続的かつ質の高い下水道事業の展開
(下水道事業の課題を背景とした閉塞感を打破)

・効率的な下水道事業の運営
（経営の効率化、人材育成・技術継承、住民サービスの
向上 など）

・世界一安全で災害に強いインフラの構築
（調査・点検の効率化・震災対応の迅速化 など）

・他分野との融合によるイノベーションの実現
（新たな技術開発・事業創造・国際展開 など）

など

ＩＣＴ
・遠隔監視・自動計測
・電子帳票（入力システム）
・総合的な情報（ビッグデータ）の分析
・シミュレーション予測
・双方向・多対多の情報伝達

など

○ICT導入の目的・理念

下水道におけるＩＣＴ活用に関する検討会
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円の大きさは企業提案数に対応する

Ø 今まで体系的に明らかにされていなかった下水道事業に適応可能なICT（シーズ）について、パブリックコメン
トを通じて、民間企業等から幅広く掘り起こしを行った。（26者から79 件の提案）

Ø パブリックコメントを通じた民間企業等からの提案により、下水道事業に適用可能なＩＣＴを、活用目的（技術
分類[ハード⇔ソフト]・利用場面[現場⇔経営]）の観点で3つのカテゴリーに整理した。

下水道事業に適用可能なＩＣＴのカテゴリー



全国

全国

５．下水道事業におけるＩＣＴ将来像
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